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「小学校外国語活動」のカリキュラム案とその実践
一 学習の方法、内容、環境について考察する 一
1 は じめに
わが国の教育は、1951年に文部省が教育課程審議
会で、「もう少し系統立った知識や理解が身につくよ
うな指導計画」の必要を指摘して以来、経験よりも知
識や理解を重視して学習成果を求める傾向にあつた。
近年の教育改革で、2002年度から小 。中学校に、
2003年度から高等学校の学習指導要領に「総合的な
学習の時間」が導入され、「横断的、総合的な学習や
児童の興味、関心等に基づく学習など創意工夫を生か
した教育活動を行う」ことが定められた。ねらいは
「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え主体的に判
断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てるこ
と」である。つまり、問題解決学習 (本来は、児童が
自ら問題や課題の設定を行う学習方法であるが、本稿
では教師がテーマを設定する事例を紹介しているため、
以降「課題解決学習」と表現する)を取り入れて、児
宮本 美能*
童が主体的に表現する機会を提供するよう促した。本
稿では、教科ではない 「総合的な学習の時間」や「小
学校外国語活動」といつた領域において、どのような
学習方法がより適しているか、事例を挙げて考察を行
う。
学習指導要領の「総合的な学習の時間」では、国際
理解、情報、環境、福祉、健康などの課題について学
習活動を行うことが定められている。2007年に文部
科学省が実施した「小学校英語活動実施状況調査」に
よると、「総合的な学習の時間」の「国際理解」の一環
として、実際には9割以上の公立小学校で「英語活
動」が行われていた 1。 このことは、今まで小学校で
「英語」が必修化されていなかつたにも関わらず、「国
際理解」の実践の場として、「英語活動」を重視して
いたことになる。小学生は英語の音声やコミュニケー
ション能力を伸ばすのに適した発達段階にあり、異な
る文化に対しても柔軟で、豊かな受容能力を持つてい
要 旨
本稿では、学校教育における「総合的な学習の時間」と「国際理解」の関係、特に「外国語学習」
の関連性、そして 「国際理解教育」と「小学校外国語活動」の共通点について検討する。1996
年の中央教育審議会答申『21世紀を展望した我が国の教育の在り方』では、「異文化理解」につ
いて、まずは日本への深い理解が大切であり、その基礎を持って異言語・異文化への興味と関心
を持つ準備が整い、多様性を理解して受容していくことが可能になると述べられている。更に、
国という枠組みにとらわれず、自己と他者の相違を含めた理解が大切であり、「自己の確立から
他者との共生」を目指す教育の重要性が強調された。以上の理論を踏まえ、「小学校外国語活動」
における最適な学習方法やカリキュラムについて考え、現場での事例を含めて紹介する。
【キーワード】系統的な学習、課題解決学習、総合的な学習の時間、国際理解、国際理解教育、
小学校外国語活動、参加型学習環境
*大阪大学留学生センター助教
-71-
る。小学校段階ではその特性を生かして、異言語 。異
文化体験の場となるような倉J意工夫が必要である2。
本項では、「総合的な学習の時間」の「国際理解」と
いうテーマから、小学校の「英語活動」との関連性に
ついて触れた。次にわが国の「国際理解」と「国際理
解教育」の発展過程について検討する。
2 「国際理解教育」の概念の推移
まず、日本の「国際理解教育」という観′点から、歴
史的概念の変化をみていきたい。ここで、異なる2
つの理論を紹介する3。 1っは、国民国家という枠組
みで「国家としてのアイデンティティを形成すること」
に主眼を置いた国家主義的な「国際理解教育」である。
明治時代に「国民国家」は、自国意識や共属意識を持っ
た排他的な国家を意味していた4。 グロ_バル化する
世界の中で、日本が当時の「国民国家」意識にとらわ
れ、国家意識や自国中心主義を主張し続けるのであれ
ば、閉鎖的社会となり他の国から遅れをとることにな
る。もう1つは、地球市民の育成を目指した「グロー
バル教育」である。世界が多様化する中で、自国の理
解だけでなく他国の理解が同様に重要であると考え、
「グローバル・シチズンシップ」を目指した教育が盛
んに唱えられるようになってきた。しかし、極端な世
界意識に陥り、他国の理解を尊重するあまり、自国の
理解がおろそかになる危険性も有している。
日本の「国際理解教育」は、以上の2つの概念が
並存する形で発展してきたが、一方で両者の間に二極
分化が進んだ。そのような中で、2006年に「教育基
本法」が改正され、間接的な「愛国心」の表現が追記さ
れた 5。 この文言の表現の解釈によつては、日本の教
育は国家主義的になりかねない。本稿では、国家主義
とグローバルの両立を図つたコスモポリタニズムの立
場で「国際理解教育」をとらえ、多様性の受容と共生
(自国の理解と他国の理解という国の枠組みにとらわ
れず、相互の違いを受け入れ、共に生きること)を目
指して議論を進める。
2-1 「国際理解」の解釈
「国際理解」という言葉は、文部省が1989年に告
示した学習指導要領の「外国語 (英語)」 の日標に、
初めて登場した6。 同年の「中学校指導書外国語編」
では、外国語学習の目標に「国際理解」が掲げられ、
「国際化の時代に生きていくため、国際性を身につけ
ることが、外国語学習の最終日標」であるとして、
「外国語学習は国際理解の基礎を培うもの」と明記さ
れた。また、「外国語の言語能力を身につけることは、
言語や文化に対する関心を深めることに役立ち、外国
の人々を偏見なく理解すること、日本について正しく
理解すること、また相手に対しても正しく理解しても
らうことに通ずる」と表現された7。 ここには、「外国
語学習」と「国際理解」が密接な関係にあり、「外国
語」の言語能力を身につけることが、外国への関心を
深めるだけでなく、日本についての正しい理解につな
がることが明記されている。
2-2 「国際理解教育」の目指すところ
更に、1996年7月19日の中央教育審議会答申
(中教審答申)『21世紀を展望した我が国の教育の在
り方』の中で、「国際理解教育」について以下のよう
な重要な点が挙げられた。
① 「国際化が進展するなかにあつて、広い視野とと
もに、異文化に対する理解や、異なる文化を持つ人々
と共に協調していく態度を育成することが重要」であ
り、その為に②「我が国の歴史や伝統文化などについ
ての理解を深めること」力｀強調された。ここでも異な
る伝統や文化を理解して受け入れるだけではなく、異
文化理解の目標を達成するためには、まず我が国の文
化や伝統への深い理解が必要であると述べられている。
そして、異文化との協調について明記された点に注目
しておきたい。③具体的には、「『違い』を『違い』と
して認識していく態度や相互に共通している点を見つ
けていく態度、相互の歴史的伝統・多元的な価値観を
尊重し合う態度などを育成」していくことが挙げられ
ている。④更に、「日本人としての自己の確立の前提
には、子供達1人1人の個の確立がなければならな
い」として、「自己」と「個」の確立を段階的に分けて、
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その両者を身につけることが他者と共生するための基
礎であると位置付けられた8。
つまり、人が生まれながらに有する「個」を確立す
ること、その上に日本人としての「自己」を確立する
ことで、「他者」と共生する基礎ができる。そして、
個人間の相違を含めたお互いの理解が必要であるとい
う。
以上のことから、「国際理解」と「外国語学習」に
は関連性があること、「国際理解教育」は「個の確立、
自己の確立から他者との共生へ」とつながる教育であ
ることが明確になった。そのような実践は、いかなる
科日で達成しうるのであろう力、 冒頭では「総合的な
学習の時間」を挙げたが、本稿では「外国語学習」と
いう点に着目して、2011年から新たに導入される
「小学校外国語活動」を中心に検討していきたい。
3 「小学校外国語活動」の導入
そもそも小学校に「英語教育」を導入すべきか、約
22年間議論がなされてきた。ついに2008年の3月、
文部科学省は「新しい学習指導要領」を告示して、
2011年より小学校 5年生と6年生を対象に、年間
35時間の「外国語活動」の必修化を決定した。ここ
では「英語」ではなく、「外国語」と表現している。文
部科学省の「小学校学習指導要領解説・外国語編」の
「言語と文化に関する事項」において、言語のスキル
を重視する教科ではないことが強調されており、「指
導書解説」の「指導計画と内容」では、「英語圏以外
の文化について理解を深めたりする工夫」と表現され
ている。つまり、「英語」を原則としながら、「外国語」
と表現することで、英語以外の多様な言語や文化の理
解を含む内容が期待されている。
3-1 目標
「小学校外国語活動」の目標は何であろうか。「新し
い小学校学習指導要領」の「外国語活動」では、次の
ように定められている ;
「外国語を通じて,言語や文化について体験的に理解
を深め,積極的にコミュニケーションを図ろうとする
態度の育成を図り,外国語の音声や基本的な表現に慣
れ親しませながら,コミュニケーション能力の素地を
養う」
ここでまず指摘しておきたい点は、「国際理解」とい
う言葉が入つていないことである。代わりに「コミュ
ニケーション能力の素地を養う」ことが明記され、学
習内容においてもコミュニケーション活動が重視され
ている。「コミュ■ケーション能力」とはいかなるも
のであろう力、 この点に関して、東野裕子と高島英幸
は、「聞くことや話すことの実践コミユニケーン能力」
と説明している9。 つまり、自らが考えて意見を持ち、
一方的に主張するだけではなく、他者の意見を聞き尊
重するというインタラクションがコミュニケーション
であるという。このような「コミュニケーション能力」
を身につけることは、「自己の確立から他者との共生」
を図る上でも必要不可欠である。
次に、「外国語活動」の中で、どの程度 「外国語」
を意識すべきか検討する必要がある。学習指導要領の
目標では、2回「外国語」という言葉を使つている。1
回目は「外国語を通じて」、2回日は「外国語の音声
や基本的な表現に慣れ親しませながら」という表現で、
どちらも言語の到達目標は定めていない。東野裕子と
高島英幸は「スキル面を全面に出すのではなく、日本
語を含めた国際コミュニケーションカ」と表現してい
る9。 この中に「日本語を含めた」という表現が入つ
ていることに注目したい。「外国語」だけではなく、
「日本語」でのコミュニケーションも同様に必要であ
ると解釈できる。
文部科学省が提示した2008年の学習指導要領解説
(外国語活動編)の中では、最終日標を「コミュニケー
ション能力の素地を養 うこと」として、そのために
「三つの柱がある」と説明されている。その柱とは、
前述部分の「①外国語を通じて言語や文化について体
験的に理解を深めること②外国語を通じて積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るこ
と③外国語を通じて外国語の音声や基本的な表現に慣
れ親しませること」である。ここでは「外国語を通じ
て」という表現は、三つの柱全てにかかってはいるが、
各柱は最終日標達成ではない。ここでも、「言語の習
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得」ではなく、「外国語を使った体験」と「コミュニ
ケーションを図ろうとする態度の育成」をより重視し
ていることが明らかである。
3-2 学習内容
目標を達成するためには、どのような学習内容を提
供すべきであろうか。「新しい小学校学習指導要領」
の「外国語活動 。指導計画の作成と内容の取扱い」に、
次のような記載がある ;
「外国語活動を通して、外国語や外国の文化のみなら
ず、国語や我が国の文化についても併せて理解を深め
ることができるようにすること10」
ここにも、「外国の文化」と「自国の文化」につい
て明記されている。前述の中教審答申では、「違いに
対する理解」について強調された。「小学校外国語活
動」においても、海を隔てた外国や我が国といつた国
の枠組みに限定してとらえるのではなく、まずはクラ
ス内の身近なところにある多様性への理解と受容から
取り組むことが大切である。
3-3 学習環境
次に、自ら考えて判断をし、表現をすること、更に
他者の意見に傾聴してコミュニケーションを取ろうと
する態度を育成するために、どのような学習環境が求
められるか考えてみたい。森実は人権教育の中で「参
加型学習」という言葉を用いて、「学習の場で一人一
人の思いや経験、知識や知識を生かそうとする学習の
方法」と説明している11。 ここで言う「参加型」を実
践する為には、一方向の活動ではなく、1人1人の個
性を生かすため、他者と共に学ぶ活動と、双方向のコ
ミュニケーションが必要である。2008年に文部科学
省も「人権教育の指導方法等の在り方について」の中
で、「参加型学習」の重要性について強調しており、
小学校外国語活動の学習環境を考える際にも参考にな
る。
更に平沢安政は、参加型学習におけるクラス内の児
童と教師の役割について言及し、「主人公は学習者自
身であり、教師は学習プロセスに触媒的に関与するファ
シリテーター (学習促進者)」 であると明記している2。
文部科学省の「人権教育の指導方法の在り方について」
の中でも、教師は「創造的 。生産的な活動を保証する
進行役である」と表現されている"。 つまり、学習者
が主体となって課題に取り組むため、教師は学習の環
境づくりと進行役を務め、学習者の参加を助け、共に
課題に取り組む姿勢が求められる。
3-4 補助教材「英語ノー ト」
具体的な活動例に入る前に、文部科学省が補助教材
として開発した「英語ノー ト1・2」 について説明し
ておく。教科書ではないため、内容を全て網羅し、学
習成果をテストして評価する義務はない。5年生、6
年生を対象に2種類用意されており、どちらも9レッ
スン構成、1レッスンは3時間または4時間で終了
できるよう、指導計画資料集もある。内容は学習指導
要領の「外国語活動」に定められた規定に沿つて、身
近な日常生活をテーマとするものから、国際理解を目
的とするものまで、幅広く網羅されている。2008年
度に文部科学省が指定した「小学校における英語活動
等国際理解拠点校」の614校全学校において、英語
ノー トを活用した授業が展開された14。 そのような中、
2009年11月の「事業仕分け」では、「英語ノー ト」
無料配布の廃止が提案された。今後、「小学校外国語
活動」の目標に沿つた学習内容と教材の活用方法の見
直しが予想される。
本稿で紹介するカリキュラム例は、教師が英語ノー
トの活用法に試行錯誤していた時期 (2009年5月)
に作成したため、学習活動の中で英語ノー トを使用し
ている。但し、英語ノー トを副教材として利用してい
るが、英語ノートがなくても実施可能な内容になつて
いる。
4 カ リキュラム例の紹介
ここで、前述までの理論解釈を踏まえて、「小学校
外国語活動」における実践例を考えてみたい15。
筆者は、2009年4月～10月末まで、「英語アドバ
イザー」という立場で、東京の公立小学校を訪問して
「小学校外国語活動」のカリキュラムの考案と、学級
-74-―
担任の先生と一緒にティームティーチングという形で    り入れて、発表に必要な英単語や基本表現を繰り
授業に入り、カリキュラムの実践を行つた。合計8    返し練習して定着を図る。
校を担当しており、同じ学校には2週間に1度の割    英語ノー ト活用箇所 :
合で訪問した。本項では、筆者が授業に携わつた関係    O Lesson 6:世界の国旗や国名
で、「外国語」を「英語」とする。                ″ ′インフォメーションギャンプを取クスれ
たゲームの実施
4-1 テーマの設定                      (児童に異なる国をマークした世界地図を渡
テーマ :「異文化紹介をしよう !」             し、友人の地図にマークされた国はどこであ
あえて「異文化」という表現を用いて、漠然としたテー      るのか、英語で、またはジェスチャーを使つ
マを設定することで、自分にとつて興味と関心のある      てコミュニケーションをすることで見つけ
「異文化」とは何かを考えて、判断をし、表現すると      出す)
いう課題を出した。ここでは、国や地域に限定するも    O Lesson 3:年中行事
のではなく、日本や身近な文化を取り上げてもよいこ      ″ r」年の月の英語名を覚えようノ
とにした。                                        ♪January,February,March…・の歌をr歌う
O Lesson 7:時差
4-2 単元の目標                       ″f″差ゲーム (児童に異なる時計のカー ド
学習指導要領の目標に沿つて、特に、関心 。意欲・      を渡し、他の友人の時差を英語で聞く。短時
態度、言語に関する気づきや理解、コミュニケーショ      間で何人から時差を聞き出すことができたか
ンの力という観点から、下記のように設定した。         競うゲーム)
O 意欲的に興味と関心のある「異文化」について考    O 世界遺産 。日本文化に関する3ヒントクイズ
えようとする (関心・意欲・態度)        ③ ①で選んだ「異文化」について調べる (2レッス
O 選んだ「異文化」について主体的に調べ、自己と    ン :「総合的な学習の時間」を活用)
の相違を学ぼうとする (関心・意欲・態度)      O 各自、選んだ「異文化」について課題を設定
O 発表に使う英語表現を積極的に知ろうとする (言      し、調べ学習を行い、相違について学ぶ (自
語に関する気づき。理解)                己学習)
O 英語を使つて発表をし、他者の発表を英語で聞き、    O グループを作って情報交換を行い、新たな情
理解しようとする (コミュニケーションの力)       報について共に探求し、発見しようとする
(相互学習)
4-3 単元構想                    ④ 発表に向けて練習や準備をする (2レッスン)
ここでは、10レッスンで「単元」を構成し、関連    ○ 各自、調べたことから発表したい内容を選び、
のあるアクティブティを取り入れて単元の目標を達成      日本語でシナリオを作る
できるよう学習内容を工夫した (1レッスンは45分)。    O 発表では、ジェスチャーなどの動作を伴つた
その中で、自己学習の時間を設け、その後に、他者と      方法や、絵や写真の準備など、表現方法を工
共に学ぶ時間としてペア・グループ学習を取り入れた。      夫する
① 興味と関心のある「異文化」を選ぶ (1レッスン)    O 教師やALT16から発表に使う英語表現を教
O 英語ノー ト2「行つてみたい国を紹介しよう      わり、練習をする (基本表現以外にも、発表
(Lesson 6)」を活用                 に必要な英語表現を付けカロえる)
② 世界について学ぶ (3レッスン)         ⑤ 発表をする (2レッスン)
この段階では、テーマと関連するゲームなどを取    O まず中開発表を実施する。また、他の児童の
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発表を聞きながら相互評価を行う
〇 最終発表では、中間発表を踏まえて再度練習
をして、聞き手への相手意識を持つて表現を
工夫しながら発表をする
O 他の児童の発表を聞きながら、自分の知らな
かった文化について新たに学び、異文化への
理解を深める
O 発表を通して学んだことや感想をクラス全体
で出し合い、その後各自振り返りを行う (相
互評価と自己評価)
4-4 英語ノー トの活用
前項では、英語ノー ト2に「行つてみたい国を紹
介しよう (Lesson6)」というレッスンを導入に活用
した。指導計画資料集によると、このレッスンでは、
限られた外国の国名を英語で聞き取るリスニング問題、
新出単語や表現の ドリル練習、Show and Tellまで
を4時間でこなすという内容になっている。Show
and Tellでは、児童が各自行ってみたい国を選び、
国名、国旗、国の特徴を絵に描き、英語で発表するこ
とが求められる。ただ、4時間でレッスンの内容を全
て網羅するためには、英語ノー トを教科書として、知
識を重視した授業を行わざるをえない。本稿では、英
語ノー ト2の全体の中で、世界に関わるテーマを扱つ
ている部分のみを活用して、基礎知識や英単語 。表現
練習に取り入れた。
5 児童の反応
本項では、筆者が前項で紹介したカリキュラムを東
京の2つの公立小学校の6年生 (A学校68人/B学
校57人)に実施した結果、違いがみられた点を中心
に紹介する。授業の中では、筆者がALTとして全て
英語で指示を行い、学級担任は日本語で適宜説明を加
える形をとった。
5-1 児童の「異文化」に対する考え方
児童が興味と関心のある「異文化」について、どち
らの学校の児童も、国という枠組みでとらえた。A学
校ではアメリカを選んだ児童が一番多く28名で、次
に多かつたのが日本、エジプ ト、イタリアとそれぞれ
5名であつた。ここで多くの児童が「日本」を選んだ
点に注目しておきたい。理由の中に、「もつと日本の
良さを知りたい」「日本はたくさんの文化遺産がある」
などが挙げられていた。B学校は社会に力を入れてい
る学校で、児童が選んだ国も多岐に渡つていた。例え
ば、ジャマイカ、ロシア、スイス、シエラレオネなど
である。そして自発的に地図帳をあけて周りの児童と
情報交換を始める様子が見られた。一番多かつたのは、
A学校と同様、アメリカの10名、次にオーストラリ
アの9名、二番目がフランスの8名であつた。
A学校とB学校共に、多くの児童が世界遺産や、
観光名所、食べ物などに興味があると答えた。
その中でも、アメリカを選んだA学校の児童が :
「アメリカでは、ホームパーティーをよく開く。また
家の中でくつをはいていて、 トイレとおふろがいつしょ
なのでおもしろい」
B学校でシエラネオネを選んだ児童が :
「世界で一番貧しい国を知り、将来何か役に立ちたい」
と言つた点を挙げたのが印象的であった。
5-2 他の授業との関連性 (A学校の例)
調べ学習におけるA学校の1例をあげておきたい。
教師は「外国語活動」の調べ学習を行う前に、「総合
的な学習の時間」で、クイズを出して発展問題を行つ
たという。内容は、教師がフランス語や ドイツ語、中
国語で「ハンバーガー」という単語を発音し、児童に
当てさせるという導入であつた。児童は皆、興味と関
心を持つてクイズの答えを探すため、インターネット
で調べたと聞いた。その後、資料を配布して内容を膨
らませたという。教師が作成した写真付きの配布資料
には、「開こう世界へのとびら」という題のもと、「ハ
ンバーガー物語」という始まりで、歴史的な説明がな
され、世界のマクドナル ドの歴史などについて書かれ
てあった。そして、児童にとって身近な言舌題を提供し
て調べ学習を体験させ、最後に「外国語活動」につい
て触れ、「次回は、自分で選んだ異文化について調ベ
ましょう」と締めくくったと聞いた。
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ここでA学校の例を挙げたのは配布資料に感銘し
たからだけではない。筆者がA学校を担当する前、A
学校ではネイティブのALTが月に何度か訪問をして
「英語活動」を実施していた。その時は、ALTが全て
授業を担当し、教師は傍観者であり、事前打ち合わせ
はなかったと聞いた。今回の学習指導要領改訂で、
「外国語活動」では、教師が主導となって授業を行う
ことが明記された。筆者が初めてA学校に打合せで
訪問した時、教師は英語に対する苦手意識と新しい授
業に対する抵抗感を話していた。2009年4月に実施
した初回の授業では、学級担任が私に授業の主導権を
譲つた。そして教師は教室の隅で別の科目の採点を始
めた。筆者は、現場の教師の「外国語活動」に対する
意識を知った。その後、筆者が中心になつて授業を進
める中、徐々に学級担任が授業のファシリテーターで
あり、学習環境の構築と授業の進行役として重要な役
割があることを伝え、教師の英語に対する苦手意識を
払拭できるよう励ました。
そして2ヶ月後の6月、「総合的な学習の時間」の
中で、A学校の学級担任が自ら事前に準備をして、
「ハンバーガー」の言舌題からクイズを出して「外国語活
動」との関連性について触れたと報告を受けた。この
時を境に、教師が前向きに「外国語活動」へ取り組む
姿勢を見ることができるようになった。
5-3 発表方法の違い
A学校は各児童が1枚の画用紙に、選んだ国の特
徴を大きく1つの絵で表現した。そして、描いた国の
紹介を2～3文の英語で発表した。人前に出るのが苦
手な児童には、教師が一緒に前に立って発表した。そ
して、誰もが立派に発表を体験した。B学校では、1
枚の画用紙に選んだ国の代表的な特徴をいくつか絵で
表わし、画用紙の中央には国旗が描かれ、国旗部分を
隠してクイズ方式で発表を行つた。発表者が2～3文
の英語で説明をした後、“Which country is this?"
と問いかけることで、聞いていた児童もみな参加でき
る機会を作り出した。取り上げられた国も様々であっ
たため、活発な参加型のクイズ大会となつた。
A学校とB学校の「振り返リカー ド」には、活動
が面白かつたと感想が寄せられた。また、「発表をも
う一度やつてみたい」「英語が好きになつた」「英語に
対する自信が持てるようになつた」「友達の発表がす
ごかつた」「友達の発音が上手だつた」などの意見が
出された。
6 評価
文部科学省は評価について明確な規準を提示してい
ない。そもそも「小学校外国語活動」は「教科」では
ない。そのため、試験により学習成果をはかるのでは
なく、発表までの各活動で、児童の関心・意欲・態度
や、参加態度を教師が観察により行うことが適してい
る。具体的には、単元の目標に対する達成度という観
点から、次のような評価規準が考えられる。
① 言語や文化に対する関心 。学習への意欲・態度
② クラスに積極的に参加し、他の児童の意見も尊重
できる協調性とコミュニケーション能力
③ 英語の間く力と話す力
④ 主体的に発表をする姿勢、他者の発表を聞こうと
する態度
児童が活動の最後に記入した「振り返リカー ド」は、
児童の活動への意欲や積極性について、自身を振り返っ
て評価した結果であり、「評価」の際に参考になる。
また、児童が寄せたコメントの1つ1つは、教師の
学習計画や授業の進行に対するメッセージとして、教
師が次の活動内容に一層工夫をしていくための指標に
もつながる。
7 系統的な学習と課題解決学習
本項では、英会話学校のある授業を例に挙げ、前項
までの実践例と比較してみたい。筆者は、2006年1
月から2008年の7月までの約2年半、ある民間の
英会話教室で講師を務めた。そこでは、2歳の幼児か
ら大人までを対象に、テキストと教師用マニュアルを
活用して、全て英語で授業を進めた。
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7-1 系統的な学習
ある小学生2名のクラスを例に挙げて紹介する。
筆者は、彼ら (男1名、女1名)が4年生の時から6
年生の卒業まで、週 1回(1レッスン1時間)、 英語
を教えた。授業は毎回パターン化され、以下のような
流れで、楽しい英会話の授業に努めた :
① He1lo Songを歌う
② 英語に慣れ親しむ時間 :What did you do last
weekend?などの会話
③ 先週の復習 (宿題の確認)
④ テキストのレッスン1課分
⑤ ゲーム
⑥ Good Bye Songを歌う
保護者からは生徒が毎日英語を楽しみにしており、満
足していると聞いていた。しかし、6年を卒業した2
名に変化が見られた。内1名は、英語の音声に強く、
英語を得意としたが、中学に入つてから勉強としての
英語についていけなくなった。もう1名は、早くも
中学入学早々に英語嫌いになり、塾へ通い始めた。筆
者は、指導方法に何か問題があつたのか考えた。
7-2 課題解決学習 (プロジェクト型)
その後、課題解決学習について知った。東野裕子と
高島英幸は、「プロジェクト型」と表現し、「与えられ
た (または児童自ら見つけた)課題、日標のゴール、
共同の学び、貢献や発信のある活動を含む単元である」
と説明し、パターン化された系統的な指導方法と対比
している17。
先に紹介した4の10レッスンまとめ取りのカリキュ
ラム例は、筆者がプロジェクト型を意識して考案した
ものである。そこでは、テーマと目標を10レッスン
で一貫したものと考え、基礎知識の定着部分では、テー
マと関連のあるゲームや歌を取り入れた。また、児童
自らが課題を設定するため、テキストに頼る必要はな
かつた。単元の最後に発表というタスクを課すことで、
児童は各活動に主体的に取り組み、積極的に準備を進
め、聞き手への相手意識を持つて発表を体験すること
ができた。
7-3 学習方法の比較
2つの事例結果から、以下のような点が確認できた。
① テーマと目標の設定
系統的な学習では、毎回異なるテーマと目標を設
定したが、数時間後の見通 しがなく、結局内容の
定着を図ることができなかつた。プロジェク ト型
では、ある一定の時間をまとめ取りして単元を構
成 し、一貫Jl■のあるテーマと最終日標を定めるこ
とで、各活動への参加意欲を高め、児童が最終的
な目標達成を体験することで、児童に学習成果が
見られた。
② テキストの使用
テキストを最初から最後まで網羅することが必ず
しも学習成果につながらないことが明らかであつ
た。内容をこなすことが目標になれば、1つ1つ
の定着を図る前に、パターン化した授業と、知識
重視を生むことになる。プロジェクト型では、テ
キストは単元のテーマに沿つた必要個所のみを活
用する。また、テキストの内容よりも、児童が自
ら調べて発表を体験することを重視している。こ
のような実践では、児童が主体的に活動に参加す
る環境が作りだされた。
③ 歌やゲームの取り入れ方
児童は楽しい授業を好む。しかし、テーマと関連
のない活動では、遊びと区別がつかなくなる。1
つ 1つの活動は最終日標に向かつてのステップ
であり、テーマと日標に見合った学習内容につい
て創意工夫する必要がある。
8 まとめ
本稿では、系統的な学習と課題解決学習という2
つの異なるアプローチで「外国語学習」の実践を観察
し、後者の学習方法が適当であるとの結論に達した。
紹介した「小学校外国語活動Jにおける課題解決学
習の実施結果から、一番印象に残つたことは、最終発
表における児童の生き生きとした顔である。学習過程
の中で、最後まで前向きに各活動に取り組むことがで
きた最大の理由は、最終的に英語で発表をするという
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目的意識があったからである。実施した学校では、校  9.高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェ
内のいじめや家庭問題を抱えている児童が多数いた。     クト型英語活動の実践と評価』 (高綾社書店、
発表会では、日ごろ児童の問題で頭を悩ませている副    2007)3頁
校長先生がカメラを持つて見に来られ、児童の輝いた  10.小学校学習指導要領 (2008年3月、文部科学省
顔と発表する姿に感銘を受けた。そして「小学校外国    告示)、 第4章、第3の2(1)
語活動をきっかけに、学校の様子が変わつてきた」と  11.森実『同和教育 第2版』(解放出版社、2004)
話してくれた。                      87頁
筆者が「小学校外国語活動」に携わったのは、わず  12.部落解放研究所編『 これからの人権教育』(解放
か7カ月であつた。 しかし、そこで得られた成果は、    出版社、1997)21頁
2年半の英会話講師のときとは大きな違いがあつた。  13.人権教育の指導方法等に関する調査研究会議
今後、本稿で紹介したカリキュラムの再考も含め、課    『人権教育の指導方法等の在り方について (第二
題解決型 (プロジェクト型)カリキュラムの検討を更    次とりまとめ)～指導等の在り方編～』(2008)
に深めていきたい。                    25頁
14.文部科学省ホームページ
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2.渡邊寛治『総合的な学習/はじめての小学校英語』    育なんだ』(研究社、2007)31～42頁
(図書文化社、2001)24～27頁           高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェ
3.佐藤郡衛『国際理解教育』(明石書店、2001)19    クト型英語活動の実践と評価』(高綾社書店、
頁                                           2007)103～109頁
4.岩永雅也『生涯教育論』(放送大学教育振興会、   16.Assistant English Teacher:外国語指導助手
2004)29頁                  17.高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェ
5.「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき    クト型英語活動の実践と評価』(高綾社書店、
た我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重    2007)9頁
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